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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像の印刷に使用する印刷媒体およびインクのコストからなる印刷コストを含む印刷条
件が入力される入力部と、
　画像情報を印刷画像に変換する変換部と、
　入力された前記印刷条件に基づいて構成された前記印刷画像の選択候補を選択可能に表
示する表示部と、を備え、
　前記入力部は前記印刷コストの上限値の入力を受け付け、入力された前記上限値に基づ
き印刷に使用するインクならびにインクの使用比率が算出され、
　前記表示部は、前記算出の結果に対応する前記選択候補を表示することを特徴とする印
刷画像処理装置。
【請求項２】
　前記入力部は、印刷に使用するインクならびにインクの使用比率のいずれかの指定を受
け付け、
　前記表示部は、前記指定に基づき変更された前記選択候補を表示することを特徴とする
請求項１に記載の印刷画像処理装置
【請求項３】
　前記印刷条件には、前記印刷画像の印刷に使用することができる印刷装置の属性情報が
含まれることを特徴とする請求項１または請求項２に記載の印刷画像処理装置。
【請求項４】
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　前記印刷条件には、前記印刷画像の画質の低下を許容する画質許容情報が含まれること
を特徴とする請求項１ないし請求項３のいずれか一項に記載の印刷画像処理装置。
【請求項５】
　前記画質許容情報には、前記印刷画像の階調性、粒状性、濃度の少なくとも１つの情報
が含まれることを特徴とする請求項４に記載の印刷画像処理装置。
【請求項６】
　入力された前記印刷条件に応じて、前記画像情報を複数の水準の前記印刷画像に変換す
る複数の変換テーブルを予め備えることを特徴とする請求項１ないし請求項５のいずれか
一項に記載の印刷画像処理装置。
【請求項７】
　前記入力部には、表示条件が入力され、
　前記表示条件には、前記表示部に前記印刷画像の選択候補を選択可能に表示する順番を
指定する情報が含まれることを特徴とする請求項１ないし請求項６のいずれか一項に記載
の印刷画像処理装置。
【請求項８】
　ネットワークを介して印刷装置に接続される印刷画像処理装置を有し、
　前記印刷画像処理装置は、
　画像の印刷に使用する印刷媒体およびインクのコストからなる印刷コストを含む印刷条
件が入力される入力部と、
　画像情報を印刷画像に変換する変換部と、
　入力された前記印刷条件に基づいて構成された前記印刷画像の選択候補を選択可能に表
示する表示部と、を備え、
　前記入力部は前記印刷コストの上限値の入力を受け付け、入力された前記上限値に基づ
き印刷に使用するインクならびにインクの使用比率が算出され、
　前記表示部は、前記算出の結果に対応する前記選択候補を表示することを特徴とする印
刷画像処理システム。
【請求項９】
　画像の印刷に使用する印刷媒体およびインクのコストからなる印刷コストを含む印刷条
件に基づいて、画像情報を印刷画像に変換して印刷する際の印刷画像選択画面の表示方法
であって、
　　前記印刷条件として、前記印刷コストの上限値を設定し、設定された前記上限値に基
づき印刷に使用するインクならびにインクの使用比率を算出し、前記算出の結果に対応す
る前記選択候補を表示することを特徴とする印刷画像選択画面の表示方法。
【請求項１０】
　前記印刷条件には、前記印刷画像の印刷に使用することができるインクの属性情報、前
記印刷画像の印刷に使用することができる印刷装置の属性情報、前記印刷画像の画質の低
下を許容する画質許容情報の少なくとも１つが含まれることを特徴とする請求項９に記載
の印刷画像選択画面の表示方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、印刷画像処理装置、印刷画像処理システム、および印刷画像選択画面の表示
方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　印刷装置としてのインクジェット式プリンターは、画像処理技術と共に印刷技術の革新
が進み、様々な印刷媒体に対して様々な表現手段を用い、様々な形態の印刷が可能になっ
た。その結果、例えば、ポスター、看板、販促物、包装紙などの作成に対応する商業用途
向けの中型プリンターや、製品の生産ラインに組み込む工業用途向けの大型プリンターな
どに盛んに用いられるようになった。それに伴って、印刷品質だけではなく、原材料や消
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耗品として調達する印刷材料（印刷媒体やインクなど）のコストや、印刷に掛かる時間な
どの管理が重要になってきた。
【０００３】
　特許文献１には、消耗品の単価が記憶でき、印刷する帳票の編集内容に応じて消耗品の
使用量を算出して印刷コストを算出することができる印刷制御装置が提案されている。こ
の装置によると、印刷する前に、帳票毎の印刷コストを容易にかつ正確に算出できるため
、より効率よく印刷コストを削減することができるとしている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００１－６３１８９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、特許文献１に記載の印刷制御装置では、印刷する帳票を編集しながら、
その帳票に掛かる印刷コストを把握することはできるが、所望の印刷コストの帳票を得る
ためには、編集とその結果表示される印刷コストの確認との試行錯誤を繰り返さなければ
ならないという課題があった。また、帳票全体の編集の良し悪しを比較判断して選択でき
るような情報が無い（例えば、複数の編集案とそれに応じたコスト算出結果が一覧表示さ
れない）という課題があった。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、上述の課題の少なくとも一部を解決するためになされたものであり、以下の
適用例または形態として実現することが可能である。
【０００７】
　［適用例１］　本適用例に係る印刷画像処理装置は、印刷条件が入力される入力部と、
画像情報を印刷画像に変換する変換部と、入力された前記印刷条件に基づいて構成された
前記印刷画像の選択候補を選択可能に表示する表示部と、を備えることを特徴とする。
【０００８】
　本適用例によれば、印刷画像処理装置は、印刷条件が入力される入力部と、画像情報を
印刷画像に変換する変換部と、印刷画像の選択候補を選択可能に表示する表示部とを備え
ている。また、入力された印刷条件に基づいて構成された印刷画像の選択候補が表示部に
選択可能に表示される。印刷条件を入力することで印刷画像が構成されるため、試行錯誤
を繰り返す必要がなくなる。また、入力された印刷条件に基づいて構成された印刷画像の
選択候補が表示されるため、印刷画像の選択を簡便に行うことができる。
【０００９】
　［適用例２］　上記適用例に係る印刷画像処理装置において、前記印刷条件には、前記
印刷画像の印刷に供することができる印刷コストが含まれることを特徴とする。
【００１０】
　本適用例によれば、印刷条件には、印刷画像の印刷に供することができる印刷コストが
含まれている。つまり、入力された印刷コストの条件に基づいて構成された印刷画像の選
択候補が表示部に選択可能に表示される。そのため、希望の印刷コストの印刷画像が得ら
れるまで印刷画像の編集を行う試行錯誤を繰り返すことなく、容易に希望する印刷コスト
の印刷画像を選択することができる。
【００１１】
　［適用例３］　上記適用例に係る印刷画像処理装置において、前記印刷条件には、前記
印刷画像の印刷に使用することができるインクの属性情報が含まれることを特徴とする。
【００１２】
　本適用例によれば、印刷条件には、印刷画像の印刷に使用することができるインクの属
性情報が含まれている。つまり、使用することができるインクの属性情報に基づいて構成
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された印刷画像の選択候補が表示部に選択可能に表示される。そのため、希望の印刷画像
が得られるまで使用できるインクに基づいた印刷画像の編集を行う試行錯誤を繰り返すこ
となく、容易に希望する印刷画像の選択を行うことができる。
【００１３】
　［適用例４］　上記適用例に係る印刷画像処理装置において、前記印刷条件には、前記
印刷画像の印刷に使用することができる印刷装置の属性情報が含まれることを特徴とする
。
【００１４】
　本適用例によれば、印刷条件には、印刷画像の印刷に使用することができる印刷装置の
属性情報が含まれている。つまり、使用することができる印刷装置の属性情報に基づいて
構成された印刷画像の選択候補が表示部に選択可能に表示される。そのため、いろいろな
印刷装置で印刷してみる試行錯誤を繰り返すことなく、容易に希望する印刷画像が得られ
る印刷装置を選択することができる。
【００１５】
　［適用例５］　上記適用例に係る印刷画像処理装置において、前記印刷条件には、前記
印刷画像の画質の低下を許容する画質許容情報が含まれることを特徴とする。
【００１６】
　本適用例によれば、印刷条件には、印刷画像の画質の低下を許容する画質許容情報が含
まれている。つまり、印刷画像の画質の低下を許容する画質許容情報に基づいて構成され
た印刷画像の選択候補が表示部に選択可能に表示される。そのため、希望の印刷画像が得
られるまで印刷画像の編集を行う試行錯誤を繰り返すことなく、容易に希望する印刷画像
の選択を行うことができる。
【００１７】
　［適用例６］　上記適用例に係る印刷画像処理装置において、前記画質許容情報には、
前記印刷画像の階調性、粒状性、濃度の少なくとも１つの情報が含まれることを特徴とす
る。
【００１８】
　本適用例のように、画質許容情報には、印刷画像の階調性、粒状性、濃度の少なくとも
１つの情報が含まれていることが好ましい。
【００１９】
　［適用例７］　上記適用例に係る印刷画像処理装置において、入力された前記印刷条件
に応じて、前記画像情報を複数の水準の前記印刷画像に変換する複数の変換テーブルを予
め備えることを特徴とする。
【００２０】
　本適用例によれば、印刷画像処理装置は、入力された印刷条件に応じて画像情報を複数
の水準の印刷画像に変換する複数の変換テーブルを予め備えている。そのため、入力され
た印刷条件に応じて都度変換テーブルを構築する必要が無く、簡便に画像情報を印刷画像
に変換することができる。
【００２１】
　［適用例８］　上記適用例に係る印刷画像処理装置において、前記入力部には、表示条
件が入力され、前記表示条件には、前記表示部に前記印刷画像の選択候補を選択可能に表
示する順番を指定する情報が含まれることを特徴とする。
【００２２】
　本適用例によれば、表示条件には、表示部に印刷画像の選択候補を選択可能に表示する
順番を指定する情報が含まれている。つまり、表示条件によって、印刷画像の選択候補を
より選択しやすい表示を行うことができる。
【００２３】
　［適用例９］　本適用例に係る印刷画像処理システムは、ネットワークを介して印刷装
置に接続される印刷画像処理装置を有し、前記印刷画像処理装置は、印刷条件が入力され
る入力部と、画像情報を印刷画像に変換する変換部と、入力された前記印刷条件に基づい
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て構成された前記印刷画像の選択候補を選択可能に表示する表示部と、を備えることを特
徴とする。
【００２４】
　本適用例によれば、印刷画像処理システムは、ネットワークを介して印刷装置に接続さ
れる印刷画像処理装置を有し、印刷画像処理装置は、印刷条件が入力される入力部と、画
像情報を印刷画像に変換する変換部と、印刷画像の選択候補を選択可能に表示する表示部
とを備えている。また、入力された印刷条件に基づいて構成された印刷画像の選択候補が
印刷画像処理装置の表示部に選択可能に表示される。そのため、ネットワークを介して接
続された印刷装置で印刷する印刷画像の選択を簡便に行うことができる。
【００２５】
　［適用例１０］　本適用例に係る印刷画像選択画面の表示方法は、画像情報を印刷画像
に変換して印刷する際の印刷画像選択画面の表示方法であって、入力された印刷条件に基
づいて構成された前記印刷画像の選択候補を選択可能に表示することを特徴とする。
【００２６】
　本適用例の表示方法は、画像情報を印刷画像に変換して印刷する際の印刷画像選択画面
の表示方法である。本適用例によれば、入力された印刷条件に基づいて構成された印刷画
像の選択候補を選択可能に表示する。そのため、印刷画像の選択を簡便に行うことができ
る。
【００２７】
　［適用例１１］　上記適用例に係る印刷画像選択画面の表示方法において、前記印刷条
件には、前記印刷画像の印刷に供することができる印刷コスト、前記印刷画像の印刷に使
用することができるインクの属性情報、前記印刷画像の印刷に使用することができる印刷
装置の属性情報、前記印刷画像の画質の低下を許容する画質許容情報の少なくとも１つが
含まれることを特徴とする。
【００２８】
　本適用例によれば、印刷条件には、印刷画像の印刷に供することができる印刷コスト、
印刷画像の印刷に使用することができるインクの属性情報、印刷画像の印刷に使用するこ
とができる印刷装置の属性情報、印刷画像の画質の低下を許容する画質許容情報の少なく
とも１つが含まれている。つまり、印刷コスト、印刷画像の印刷に使用することができる
インクの属性情報、印刷画像の印刷に使用することができる印刷装置の属性情報、印刷画
像の画質の低下を許容する画質許容情報などの条件に基づいて構成された印刷画像の選択
候補が表示部に選択可能に表示される。そのため、希望の印刷画像が得られるまで印刷画
像の編集を行う試行錯誤を繰り返すことなく、容易に希望する印刷画像の選択を行うこと
ができる。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】実施形態１に係る印刷画像処理システムの概要を示すブロック図
【図２】実施形態１に係る印刷画像処理装置が有する機能の概略を示すブロック図
【図３】プリントプロデューサーを起動するプリンタードライバーのプロパティ画面のイ
メージ図
【図４】印刷条件シートのコンテンツ設定画面の例を示すイメージ図
【図５】インクプロパティ画面の例を示すイメージ図
【図６】インクコストを指定した場合に対応する変換テーブルＬＵＴのセット例の一覧表
【図７】印刷時間を指定した場合に対応する変換テーブルＬＵＴのセット例の一覧表
【図８】実施形態１に係る印刷画像選択画面（サンプル画像表示画面）の例を示すイメー
ジ図
【図９】サンプル画像表示画面の他の例を示すイメージ図
【図１０】画像情報の読み込みから印刷条件設定開始までを示すフローチャート
【図１１】印刷条件が印刷コスト指定の場合の印刷処理を示すフローチャート
【図１２】印刷条件が使用インクの指定の場合の印刷処理を示すフローチャート
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【図１３】印刷条件が画質指定の場合の印刷処理を示すフローチャート
【図１４】印刷条件が印刷時間の指定の場合の印刷処理を示すフローチャート
【発明を実施するための形態】
【００３０】
　以下に本発明を具体化した実施形態について、図面を参照して説明する。以下は、本発
明の一実施形態であって、本発明を限定するものではない。
【００３１】
　（実施形態１）
　＜印刷画像処理システム＞
　図１は、実施形態１に係る印刷画像処理システム１の概要を示すブロック図である。
　印刷画像処理システム１は、ネットワーク２に接続されたパーソナルコンピューターな
どの情報処理装置３や、デジタルカメラなどの様々な画像取得機器４から得られた画像情
報を、ネットワーク２に接続されたインクジェットプリンターなどの印刷装置５から所望
の仕様で印刷するための情報処理システムである。印刷画像処理システム１は、ネットワ
ーク２を介して印刷装置５と接続された印刷画像処理装置１００を含み構成されている。
【００３２】
　ネットワーク２は、有線あるいは無線によるＬＡＮや、インターネット、公衆回線、専
用回線などを用いることができる。また、印刷画像処理システム１において、ネットワー
ク２には、複数の印刷装置５を接続することができる。
【００３３】
　印刷画像処理装置１００は、画像情報を所望の印刷を行うための印刷情報に変換して印
刷装置５に印刷要求を出す情報処理装置であり、例えば、ネットワーク２に接続される１
つの情報処理装置３としてのパーソナルコンピューターで構成することができる。
　印刷画像処理装置１００は、表示部１０、入力部２０、記憶部３０、制御部４０などを
備えている。
【００３４】
　表示部１０は、ヒューマンインターフェイスとしての情報表示手段（ディスプレー）で
あり、制御部４０の制御の下に、入力部２０から入力される情報や、印刷装置５で印刷す
る印刷情報に基づく画像などが表示される。
【００３５】
　入力部２０は、ヒューマンインターフェイスとしての情報入力手段であり、印刷条件な
どを入力することができる。具体的には、例えば、キーボードなどの情報入力機器や入力
された情報を制御部４０に伝達する情報処理部（図示省略）などから構成されている。
【００３６】
　記憶部３０は、ハードディスクドライブ（ＨＤＤ）やメモリーカードなどの書き換え可
能な記憶媒体であり、制御部４０が動作するソフトウェア（プログラム）や、画像情報、
後述する変換テーブルＬＵＴ、単価テーブルなどの情報などが記憶される。
【００３７】
　制御部４０は、ＣＰＵ（演算部）や、ＲＡＭ、ＲＯＭなどの記憶部を備え（図示省略）
印刷画像処理装置１００全体の集中制御を行う。具体的には、ネットワーク２を介して情
報の授受を行うインターフェイスや、画像情報の加工を行うことができる一般的な画像処
理アプリケーション、印刷装置５を駆動制御するプリンタードライバー、本実施形態を特
徴付けるプリントプロデューサーなどによる機能の他、表示部１０、入力部２０、記憶部
３０などの制御機能を有する。
【００３８】
　＜印刷画像処理装置＞
　図２は、本実施形態に係る印刷画像処理装置１００が有する機能の概略を示すブロック
図である。
　プリンタードライバーおよびプリントプロデューサーは、画像処理アプリケーションに
より画像情報に基づいて印刷を行う際に、画像処理アプリケーションから起動されるプロ
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グラムである。プリントプロデューサーは、プリンタードライバーと協働することで、ユ
ーザーが指定する印刷コストや印刷時間内で印刷が完了するように印刷装置５を制御する
ことができる。
　なお、以下の説明において印刷装置５はインクジェットプリンターを対象として説明し
ている。インクジェットプリンターは、印刷媒体とノズルが形成されたヘッドとの相対的
な位置関係を変更しながら印刷媒体上に画像を形成するものであり、例えば、紙や布など
の印刷媒体を搬送方向に移動させる搬送動作と、複数のノズルが形成されたヘッドを印刷
媒体の搬送方向と交差する走査方向に走査移動させながら各ノズルからインク滴を吐出す
るドット形成動作とを交互に繰り返し、走査方向に並ぶドットの列（ドット列）を搬送方
向に並べて形成し、印刷媒体上に画像の形成を行う。なお、インクを吐出しながら走査方
向に移動するドット形成動作のことを「パス」と言う。
【００３９】
　＜プリンタードライバー＞
　まず、プリンタードライバーの基本機能について説明する。
　プリンタードライバーは、画像情報を印刷画像に変換する変換部としての機能を有し、
変換部を構成する機能として、解像度変換モジュール、色変換モジュール、ハーフトーン
モジュール、インターレースモジュールなどを備えている。
【００４０】
　解像度変換モジュールは、画像処理アプリケーションから出力された画像情報（テキス
トデータ、イメージデータなど）を、印刷媒体に印刷する解像度（印刷解像度）の画像情
報に変換する処理を行う。例えば、印刷解像度が１４４０×７２０ｄｐｉに指定されてい
る場合、画像処理アプリケーションから受け取ったベクター形式の画像情報を１４４０×
７２０ｄｐｉの解像度の画像情報に変換する。解像度変換処理後の画像情報の各画素デー
タは、ＲＧＢ色空間の２５６階調の階調値を示すデータである。
　なお、解像度変換後の画像情報が示す画像は、マトリクス状に配置された画素から構成
されている。各画素はＲＧＢ色空間の２５６階調の階調値を有している。解像度変換後の
画素データは、対応する画素の階調値を示すものである。
【００４１】
　色変換モジュールは、ＲＧＢ色空間のデータを、印刷装置５のインクの色に対応したＣ
ＭＹＫ色空間のデータに変換する処理を行う。例えば、色変換処理後の画素データは、Ｃ
（シアン）・Ｍ（マゼンタ）・Ｙ（イエロー）・Ｋ（ブラック）・ＬＣ（ライトシアン）
・ＬＭ（ライトマゼンタ）・ＬＫ（グレー）・ＬＬＫ（ライトグレー）・Ｗ（ホワイト）
・ＭＴ（メタル）の１０次元の色空間により表される２５６階調の階調値を示すデータで
ある。
　この色空間の変換は、それぞれの空間の座標を結びつける変換テーブルＬＵＴ（ルック
アップテーブル）を用いて行う。
【００４２】
　ハーフトーンモジュールは、２５６階調の画素データを、印刷装置５が形成可能な階調
数である４階調の画素データに変換する処理を行う。ハーフトーン処理後の４階調の画素
データは、対応する画素に形成するドットの大きさを示すデータとなる。具体的には、大
ドット・中ドット・小ドット・ドット無しのいずれかを示すデータになる。
【００４３】
　インターレースモジュールは、ＣＭＹＫ系の画像情報を、実際に個々のノズルから吐出
させるドット情報に置き換える処理（２値化処理、配列処理など）を行う。
　また、インターレース処理された画素データにコマンドデータを付加して印刷情報を生
成する。
　印刷装置５は、印刷情報中のコマンドデータに従って駆動し、印刷情報中の画素データ
に従ってノズルからインクを吐出することによって、印刷媒体上にドットを形成し印刷を
行う。
【００４４】
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　＜プリントプロデューサー＞
　次に、プリントプロデューサーについて説明する。
　プリントプロデューサーは、希望する印刷コストや必要充分な印刷品質で、またあるい
は希望する時間内で印刷が完了するように、印刷装置５に引き渡す印刷情報を編集するた
めのソフトウェアプログラムである。また、ユーザーが印刷サンプル（印刷画像の選択候
補（以下、サンプル画像と言う））を見ながらその良し悪しを簡便に判断できるユーザー
インターフェイスを実現している。
　プリントプロデューサーは、その機能として、基礎情報管理モジュール、印刷条件処理
モジュール、印刷コスト算出モジュール、基本負荷量算出モジュールなどを備えている。
　以下、プリントプロデューサーが備えるそれぞれの機能モジュールについて説明する。
【００４５】
　＜基礎情報管理モジュール＞
　基礎情報管理モジュールは、印刷画像処理システム１が対象とする印刷装置５や印刷装
置５に紐付けられるインクセット、印刷装置５のそれぞれに対応して予め準備されている
変換テーブルＬＵＴのセットなどの管理を行う。
　具体的には、印刷画像処理システム１に接続される印刷装置５を登録管理する一連の作
業を司り、印刷装置５の属性情報の登録と共に、印刷装置５に紐付されるインクの属性情
報や変換テーブルＬＵＴのセットなどを、ネットワーク２を介して印刷装置５のメーカー
のサービスサイトなどから取得して記憶部３０に登録（管理下において記憶）する。
【００４６】
　印刷装置５の属性情報とは、例えば、印刷装置５を特定できる識別情報（機種・製品名
、装置ナンバー、装置識別ＩＤなど）、印刷機能や能力に関係するオプションの有無、機
械的駆動能力を示すパラメーターセットなどである。
　インクの属性情報とは、例えば、使用されるインクを特定できる識別情報（インク名、
品番、インク識別ＩＤなど）やインクの価格情報、インクの消費期限日などの情報である
。
　変換テーブルＬＵＴのセットは、ユーザーの希望する仕様に対応した変換を行うために
、予め準備された複数の変換テーブルＬＵＴからなるデータセットである。詳しい説明に
ついては後述する。
【００４７】
　また、基礎情報管理モジュールは、印刷画像処理システム１で消費される資材の単価テ
ーブルの作成および登録・管理を行う。印刷画像処理システム１で消費される資材とは、
具体的には、例えば、印刷媒体（用紙）やインクなどであり、それらの価格（単価）を単
価テーブルとして記憶部３０に登録（管理下において記憶）する。インクの属性情報とし
て得られたインクの価格情報は、ディフォルト値としてこの単価テーブルに反映されるが
、ユーザーが個別に購入した際の購入単価を随時書き込みアップデートすることもできる
。インクの単価テーブルは、印刷装置５が特定された場合に、その印刷装置５が使用する
インクセットの単価テーブルの情報として紐付けて読み出すことができる。
【００４８】
　＜印刷条件処理モジュール＞
　印刷条件処理モジュールは、ユーザーが希望する印刷コストや印刷品質、印刷納期（印
刷時間）などの情報を取得し、印刷情報の編集に反映する。具体的には、印刷条件処理モ
ジュールは、ユーザーの希望を記述する印刷条件シートの作成および登録管理、作成され
た印刷条件シートの解析（ユーザーの希望仕様の取り込み）、解析し取り込んだ印刷条件
シートの内容に応じた印刷画像の選択候補としてのサンプル画像の作成および表示部１０
への表示、ユーザーによって選択されたサンプル画像に対応した印刷情報の作成（プリン
タードライバーへの印刷条件の引き渡し）などを行う。
【００４９】
　印刷情報の作成にあたり、印刷条件処理モジュールは、印刷条件シートの解析結果から
、プリンタードライバーに引き渡す処理を判断する。例えば、印刷条件シートによる指定
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条件が、インクコストの指定、使用インクの指定、画像の指定の場合、色変換モジュール
に対する処理要求として変換テーブルＬＵＴの指定を行う。また、印刷条件シートによる
指定条件が、インクコストの指定や使用インクの指定によって解像度の変更を伴う場合や
、画質の指定、印刷時間の指定の場合には、解像度変換モジュール、ハーフトーンモジュ
ール、インターレースモジュールに対する解像度、階調、濃度などの指定を行う。
【００５０】
　＜基本負荷量算出モジュール＞
　基本負荷量算出モジュールは、印刷情報を解析することにより、印刷対象の画像の印刷
に必要な各インクの吐出量および印刷のパス数を算出する。印刷のパス数からは、印刷の
所要時間が算出される。
【００５１】
　＜印刷コスト算出モジュール＞
　印刷コスト算出モジュールは、基本負荷量算出モジュールからの情報およびインクの属
性情報（単価テーブルなど）の情報をもとに、印刷コストを算出する。例えば、各インク
の吐出量とそれぞれの単価から印刷単価としてのインクコストが算出される。印刷媒体の
単価や、印刷の所要時間コストなどを含めて印刷総合コストが算出される。
【００５２】
　＜印刷条件シート＞
　次に、印刷条件処理モジュールが扱う印刷条件シートについて説明する。
　印刷条件シートは、印刷に対するユーザーの希望情報をまとめたデータセットである。
そのコンテンツ設定画面は、画像処理アプリケーションで印刷処理を指定したとき（例え
ば、画像処理アプリケーション操作画面の「印刷」釦あるいは「印刷設定」釦などを押し
た場合）に起動されるプリンタードライバーから更にプリントプロデューサーを起動した
ときに表示部１０に表示される。
【００５３】
　図３に、プリンタードライバーのプロパティからプリントプロデューサーを起動する画
面の例を示す。この画面（プリンタードライバーのプロパティ画面）は、画像処理アプリ
ケーション操作画面の「印刷」釦あるいは「印刷設定」釦などを押したときに起動される
プリンタードライバーの画面から開くことができる。プリンタードライバーのプロパティ
画面では、色（フルカラー、モノクロの選択）、ページ内の割り付け、印刷品質（推奨、
きれい、普通など）、フチの有無、拡大／縮小、印刷部数など、一般的な印刷仕様を設定
することができる。また、このプロパティ画面に示される「プリントプロデュース設定」
の釦を押すことで、プリントプロデューサーが起動し、印刷条件シート設定の画面が表示
される。
【００５４】
　図４は、印刷条件シートのコンテンツ設定画面（以下、プリントプロデュース設定画面
と言う）の例を示すイメージ図である。
　プリントプロデュース設定画面には、その上部（基本設定の領域）に、プリンタードラ
イバーにおいて指定された基本情報およびその基本情報から導き出される印刷単価、印刷
完了予定時刻、所要時間などの情報が表示され、その下部（条件設定の領域）には、ユー
ザーが印刷に対する希望仕様を書き換え可能に入力できる窓を備えた画面が表示される。
【００５５】
　基本設定の領域に表示される印刷単価の内、印刷媒体の単価は、基礎情報管理モジュー
ルで管理される印刷媒体の単価テーブルを参照して表示される。インク単価、印刷完了予
定時刻、所要時間などは、図３に示すプリンタードライバーのプロパティ画面で入力され
た情報に基づき、基本負荷量算出モジュールによって算出された情報が表示される。
【００５６】
　条件設定の領域で設定できる項目（具体的な印刷仕様を指定する項目）には、印刷コス
トの指定、使用インクの指定、画質の指定、印刷時間の指定、画像の指定などがある。ま
た、表示条件として、優先パラメーターを指定することができる。優先パラメーターは、
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指定の優先度であり、指定された仕様に基づいて表示されるサンプル画像の順番を指定す
ることができる。
　チェックボックスにチェックを入れ、パラメーターを入力あるいは指定できる窓に具体
的な値や情報を記入したり選択したりすることで、印刷条件シートに対するコンテンツと
しての指定が有効となる。
【００５７】
　印刷コストの指定とは、指定されたコストの範囲で印刷が行われるようにする指定であ
る。印刷コストは、印刷媒体の値段や印刷の所要時間コストなども含めた印刷総合コスト
やインクのみのコストを指定することができる。指定入力情報は、例えば、コスト上限値
および下限値、ステップ数である。ステップ数とは、指定した条件内で示されるサンプル
画像の候補数であり、指定しない場合（ディフォルト時）は、例えば、上下と中間の３パ
ターンをサンプル出力する。
【００５８】
　使用インクの指定とは、指定されたインクの使用範囲で印刷が行われるようにする指定
である。使用インクの指定としては、使用するインク種類の指定、使用するインク量（使
用率）の指定、優先使用の指定などを行うことができる。使用するインク種類の指定の内
、単色の指定は、この画面内（条件設定の領域）で、例えば、入力窓に表示されるプルダ
ウンメニューから選択することで行うことができる。複数のインクに関する指定は、使用
インクの詳細設定として「インクプロパティ」釦を押すことで後述する詳細設定画面（イ
ンクプロパティの画面）に移り、そちらの画面で行うことができる。
【００５９】
　画質の指定とは、指定した階調性、粒状性、濃度での印刷が行われる指定である。これ
らの指定には、印刷画像の画質の低下を許容する画質許容情報が含まれる。それぞれ、予
め、候補を何パターンか用意しておき、プルダウンメニューから選択することで指定する
。例えば、階調については、指定しない・高い・普通・低いからの選択、粒状については
、指定しない・高精細・普通・粗いからの選択、濃度については、指定しない・濃い・普
通・薄いからの選択で指定することができる。
　また、画質指定をする中で（つまり画質指定のチェックボックスにチェックをした上で
）階調、粒状、濃度の各項目のいずれかあるいは全てを“指定しない”とした場合には、
予め用意したそれぞれの各水準（高い・普通・低いなどの３水準）に従ったサンプル画像
が表示部１０に表示され、そのサンプル画像を見て選択することができる。
【００６０】
　印刷時間の指定とは、基本設定における印刷所要時間より短い時間で印刷が行われるよ
うにする指定である。指定入力情報は、例えば、印刷時間上限値および下限値、ステップ
数である。
【００６１】
　画像指定とは、指定した画像に対して、より相応しいと考えられるカラーバランスで印
刷が行われるようにする指定である。例えば、指定しない・人物・風景などの中から選択
することで指定することができる。
【００６２】
　なお、上述したそれぞれの指定は、矛盾しない範囲で、重複して指定することができる
。その際には、指定の優先順位を優先パラメーターとして指定する。例えば、使用するイ
ンクを限定する中で、インクコストの上下限を指定して、サンプル画像を表示させたい場
合には、優先パラメーターの１を使用インクとし、２を印刷コストとする。
【００６３】
　条件設定が完了し、「サンプル画像確認」釦を押すと、指定した条件に従って、サンプ
ル画像が表示部１０に表示される。
【００６４】
　＜インクプロパティ＞
　図５は、図４に示すプリントプロデュース設定画面で「インクプロパティ」釦を押した
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場合に表示される詳細設定画面（インクプロパティの画面）の例を示すイメージ図である
。この画面において、使用インクに対する詳細な指定を行うことができる。
　インクプロパティ画面においては、使用インクの指定は、Ｃ（シアン）・Ｍ（マゼンタ
）・Ｙ（イエロー）・Ｋ（ブラック）以外のインクに対して行うことができる。ＬＣ（ラ
イトシアン）・ＬＭ（ライトマゼンタ）・ＬＹ（ライトイエロー）・ＬＫ（グレー）・Ｌ
ＬＫ（ライトグレー）・Ｗ（ホワイト）・ＭＴ（メタル）の個々のインクの使用有無や使
用する場合の使用率、優先使用などの指定ができる。優先使用には、コストが高いインク
であっても優先して使用する設定や、インクの残量を、対象の印刷ジョブ（指定した部数
の印刷）で不足することなく優先して消費する設定などができる。
【００６５】
　インクプロパティ画面の上部の領域には、基本設定における印刷単価（基本単価）が表
示される。また、このインクプロパティ画面でインクの使用率を変更し、最下段の「再計
算」釦を押した場合には、使用率が変更されたインクによる印刷単価が基本単価と比較可
能にその右隣に表示される。
【００６６】
　上から２番目の使用インク指定の領域では、チェックサークルにチェックすることで、
ＬＣ（ライトシアン）・ＬＭ（ライトマゼンタ）・ＬＹ（ライトイエロー）・ＬＫ（グレ
ー）・ＬＬＫ（ライトグレー）・Ｗ（ホワイト）・ＭＴ（メタル）の個々のインクの不使
用や優先使用などの指定ができる。それぞれのインク名の右側には、それぞれのインクの
印刷単価が表示される。インクの使用率の指定は、対象とする印刷における使用量を変化
させる設定であり、例えば、５０％に指定した場合には、その印刷におけるインクの使用
量および印刷単価が半分になる。但し、それに伴い、画質を特定の範囲で維持するために
、補完するＣ（シアン）・Ｍ（マゼンタ）・Ｙ（イエロー）・Ｋ（ブラック）のいずれか
のインク使用量が増加する場合がある。
　必要な使用インクの指定が完了し、「再計算」釦を押すと、それぞれのインク名の右側
に示される印刷単価が再計算されて表示される。
【００６７】
　上から３番目のインク残量消費優先指定の領域では、チェックサークルにチェックする
ことで、ＬＣ（ライトシアン）・ＬＭ（ライトマゼンタ）・ＬＹ（ライトイエロー）・Ｌ
Ｋ（グレー）・ＬＬＫ（ライトグレー）・Ｗ（ホワイト）・ＭＴ（メタル）の個々のイン
クの残量消費優先使用の指定ができる。それぞれのインク名の左側には、それぞれのイン
クの残量のインジケーターおよび消費期限までの残日数が表示される。例えば、消費期限
が迫っているインクについては、無駄に廃棄する対象としないために、チェックサークル
にチェックすることで、優先して使用する指定ができる。上述した優先使用の指定との違
いは、消費期限に達した場合には、この優先指定の効力が消失し、再指定を促すアラート
が発信される点にある。
　なお、インクの残量情報は、プリンタードライバーを介して、ネットワーク２に接続さ
れた印刷装置５から都度取得することができる。
【００６８】
　インクプロパティ画面での条件設定が完了し、「サンプル画像確認」釦を押すと、指定
された条件に従って、サンプル画像が表示部１０に表示される。
【００６９】
　＜変換テーブルＬＵＴのセット＞
　図６に、インクコストを指定した場合に対応する変換テーブルＬＵＴのセットの一例を
示す。
　インクのコストを下げる方法には、インク吐出量を減らす、単価の高いインクに代わる
安いインクの吐出率を増やすなどの方法がある。基本のインクコストＣ０に対してコスト
を下げたインクのコストＣ１の率を圧縮コスト率Ｒｃ（＝Ｃ１／Ｃ０）とすると、圧縮コ
スト率Ｒｃに対応させた変換テーブルＬＵＴを予め複数用意しておくことで、所望のコス
トの印刷がより簡便にできるようになる。圧縮コスト率Ｒｃは、印刷条件処理モジュール
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が、入力された印刷条件シートの解析を行う中で算出する。
【００７０】
　図６に示す表は、圧縮コスト率Ｒｃを実現する使用インク数や使用インクの内の使用率
抑制数、圧縮解像度率、およびこれらに対応する変換テーブルＬＵＴを示している。例え
ば、圧縮コスト率が９０％以上と高い（つまりコストを低下させる率が比較的低い）場合
には、インクはすべて使用可能であり、比較的高価なインク２種類の使用率を下げること
で対応している。この場合には、変換テーブルＬＵＴとしてＬＵＴａ１０，ＬＵＴｂ１０
，ＬＵＴｃ１０が対応する。また、例えば、圧縮コスト率が２０％未満と低い（つまりコ
ストを低下させる率が高い）場合には、使用インクが安価なＫ（ブラック）に限定され、
それに対応した変換テーブルＬＵＴ（ＬＵＴａ０２、ＬＵＴｂ０２，ＬＵＴｃ０２，ＬＵ
Ｔａ０１，ＬＵＴｂ０１，ＬＵＴｃ０１）が選択される。圧縮コスト率が比較的低い場合
（つまりコスト低減率が比較的高い場合）には、画像情報の階調を下げたり解像度を下げ
たりする必要性が出てくる。この場合には、変換テーブルＬＵＴによる対応（色変換モジ
ュールによる対応）に加え、解像度変換モジュールやハーフトーンモジュールによる対応
（解像度や階調を下げる対応）も行う。
【００７１】
　図６に示す表において、変換テーブルＡ，Ｂ，Ｃは、同じ圧縮コスト率において、カラ
ーバランスを変えることにより、上述した画像指定に対応させたものである。例えば、変
換テーブルＡは画像指定されない場合、変換テーブルＢは画像指定が人物に指定された場
合、変換テーブルＣは画像指定が風景に指定された場合に、それぞれより適切に変換でき
る設定となっている。
【００７２】
　このように、印刷仕様を指定する項目が、インクコストの指定、使用インクの指定、画
像の指定の場合、対応する変換テーブルＬＵＴにより希望の印刷を行うことができるよう
になるため、予め準備しておく変換テーブルＬＵＴのセットは、事前に評価して、きめ細
かい対応が可能となるように、希望仕様に対応するより多くのバージョンを揃えておくこ
とが好ましい。
【００７３】
　図７に、印刷時間を指定した場合に対応する変換テーブルＬＵＴのセットの一例を示す
。
　印刷時間の短縮は、許容範囲内で解像度や階調などの画質や印刷むら抑制の度合いを低
くしながら印刷パス数を少なくする方法や、許容範囲内で精度を落としながらキャリッジ
や印刷媒体の移動速度を高める方法で行うことができる。
　図７に示す例は、使用インク数を減らしたり、階調や解像度を落としたりすることで時
間短縮を図る場合の、使用インク数、階調、解像度および対応する変換テーブルＬＵＴの
対応を示している。
【００７４】
　基本設定における印刷所要時間（基本時間）Ｔ０に対して短縮した印刷時間Ｔ１の率を
圧縮時間率Ｒｔ（＝Ｔ１／Ｔ０）とすると、圧縮時間率Ｒｔを得るための使用インク数、
階調、解像度に対応させた変換テーブルＬＵＴを予め複数用意しておくことで、所望の印
刷時間内での印刷がより簡便にできるようになる。圧縮時間率Ｒｔは、印刷条件処理モジ
ュールが、入力された印刷条件シートの解析を行う中で算出する。
　所望の印刷時間内での印刷は、変換テーブルＬＵＴによる対応（色変換モジュールによ
る対応）に加え、解像度変換モジュールやハーフトーンモジュールによる対応（解像度や
階調を下げる対応）も行う。
【００７５】
　次に、使用インクを指定した場合の変換テーブルＬＵＴについて説明する。使用インク
は、その使用量の割合を０％～１００％まで変更させることができる、従って、その組み
合わせにおいて、対応する変換テーブルＬＵＴを予め準備する場合には、変換テーブルＬ
ＵＴの数が膨大にならないようにするため、それぞれの使用量の変更を段階的に設定でき
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るようにすることが望ましい。例えば、ＣＭＹＫの基本４色を除いた各色を１０％刻みに
変更させた場合のすべての色組み合わせに対して、最適（適正）な色変換が行われる変換
テーブルＬＵＴを準備しておく。
【００７６】
　あるいは、変換テーブルＬＵＴを予め準備しておくのではなく、指定内容に応じて都度
作成する方法であっても良い。具体的には、ＣＭＹＫの基本４色を除いた各色を個々に０
％～１００％で変化させた場合のＣＭＹＫの基本４色が対応するアルゴリズムを準備して
おき、都度算出して構成する方法であっても良い。
【００７７】
　＜サンプル画像の表示＞
　図８は、表示部１０に表示される印刷画像選択画面としてのサンプル画像表示画面の例
を示している。
　図４に示すプリントプロデュース設定画面での条件設定が完了し、「サンプル画像確認
」釦が押されると、対応するサンプル画像が生成され、この画面が表示される。
　ここで表示されるサンプル画像は、指定した条件に従って変換する変換テーブルＬＵＴ
や、解像度変換モジュール、ハーフトーンモジュールによる対応に基づいて作成される。
そのため、その水準数は、指定されたステップ数に従う。図８の例ではステップ数９に対
応して９個のサンプル画像がインクコストと所要時間の情報と共に表示されている。
　なお、図４に示すプリントプロデュース設定画面での条件設定において、インクの単色
指定を行った場合や、図５に示すインクプロパティの条件設定を行った場合には、サンプ
ル画像は、確認用に１つの画像が表示される。
【００７８】
　同一の画面内に表示されるサンプル画像数が多くなると、サンプル画像のサイズが小さ
くなり、選択の判断に支障をきたすため、例えば、図８の中央に示すように、見たいサン
プル画像をダブルクリックするなどして個々に拡大視することもできる。
　サンプル画像を比較確認して、希望に合致するサンプル画像を（クリックするなどして
）指定し、「ＯＫ」釦を押すことで、選択が完了する。プリンタードライバーの初期画面
に戻り、ここで印刷を実行させることで、所望の印刷装置５に指定結果が反映した印刷情
報が送付され、所望の印刷物が出力される。印刷情報に反映される指定結果とは、印刷条
件シートで指定したパラメーターの内、最終的に選択されたサンプル画像を構成している
パラメーターである。
　サンプル画像を比較確認して、希望に合致するサンプル画像が得られていない場合には
、「キャンセル」釦を押し、前の画面（プリントプロデュース設定画面、あるいは、イン
クプロパティ画面）に戻る。
【００７９】
　図９は、表示部１０に表示されるサンプル画像の例を示すイメージ図のもう一つの例で
ある。例えば、サンプル画像数が１画面内に収まらない場合などに、有効な表示方法であ
る。
　例えば、サンプル画像１～サンプル画像１５の１５個作成された場合に、表示部１０の
上部領域には、一方の端（例えば指定条件の上限）のサンプル画像１が左端に、他方の端
（例えば指定条件の下限）のサンプル画像１５が右端に、また、その中間条件によるサン
プル画像８が中央に表示される。また、それぞれを表示部１０の下部領域に拡大表示する
ことで、詳細な比較を行うことができる。また、それぞれのサンプル画像の間にある表示
選択釦を押すことにより、表示するサンプル画像の範囲を変更することができる。例えば
、サンプル画像１とサンプル画像８の間に有る表示選択釦を押すと、サンプル画像１５の
位置にサンプル画像８が表示され、中央のサンプル画像８の位置には、サンプル画像１と
サンプル画像８の中間の印刷情報に基づく画像（例えば、サンプル画像５）が表示される
。これを繰り返すことで、より希望に合致する方向のサンプル画像を表示させることがで
きる。なお、サンプル画像１とサンプル画像８のいずれかの印刷情報に近い印刷情報に基
づいた画像を表示してもよく、表示された画像を見ながら、サンプル画像１とサンプル画
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像８のどちらの印刷情報に近付けるか、スクロールバー等を用いて変更可能としてもよい
。
【００８０】
　なお、表示部１０に表示されるサンプル画像は、指定された条件の範囲で印刷される印
刷情報に基づき、表示部１０に表示できるように変換された画像情報である。すなわち、
ＣＭＹＫ系の画像情報をハーフトーンやインターレース処理した結果をそのまま表示部１
０に表示することはできないため、プリントプロデューサーは、画像変換処理モジュール
（図示省略）により、印刷情報を表示部１０に表示できるように再変換して、サンプル画
像を表示している。
【００８１】
　＜印刷の実施フロー＞
　次に、具体的に指定された印刷仕様に基づくサンプル画像の表示および印刷までの印刷
条件処理モジュールの動きについて図１０～図１４に示すフローチャートを参照しながら
説明する。
【００８２】
　図１０は、画像処理アプリケーションによる画像情報の読み込みからプリントプロデュ
ーサーを立ち上げて、印刷条件シートのコンテンツ設定開始までを示すフローチャートで
ある。
　まず、画像処理アプリケーションを起動し、印刷対象の画像情報を読み込む（ステップ
Ｓ１）。
　次に、画像処理アプリケーションにおいて必要な画像処理（例えば、トリミングやコン
トラストの変更など）を行った後に印刷処理に移る。具体的には、例えば、画像処理アプ
リケーション操作画面の「印刷」釦あるいは「印刷設定」釦などを押し、ディフォルトで
指定されている印刷装置５のプリンタードライバーを起動する（ステップＳ２）。ここで
、印刷装置５の変更が必要な場合には、印刷装置５の選択を行い（ステップＳ３）、印刷
を行いたい印刷装置５のプリンタードライバーを起動し、プロパティ画面（図３参照）を
開く。
　次に、プリントプロデューサーを起動する場合には、「プリントプロデュース設定」釦
を押し、プリントプロデューサーを起動する（ステップＳ４）。
　プリントプロデューサーによる印刷情報の編集が不要な場合は、プリンターのプロパテ
ィ画面で「ＯＫ」釦を押し、プリンタードライバーから通常の印刷を行う（ステップＳ７
）。
【００８３】
　プリントプロデューサーが起動し、プリントプロデュース設定画面（図４参照）が表示
されたら、必要な印刷条件を入力する（ステップＳ５）。
　ここで、印刷条件の設定内容が、印刷コストの指定の場合、すなわち印刷総合コストや
インクコストのチェックボックスにチェックを入れ、優先パラメーターの優先順位１に印
刷コストを指定した場合には、図１１に示す処理Ａに進む。
　印刷条件の設定内容が、使用インクの指定の場合、すなわち「インクプロパティ」釦を
押した場合、あるいは、単色指定のチェックボックスにチェックを入れ、優先パラメータ
ーの優先順位１に使用インクを指定した場合には、図１２に示す処理Ｂに進む。
　印刷条件の設定内容が、画質指定の場合、すなわち画質指定のチェックボックスにチェ
ックを入れ、優先パラメーターの優先順位１に画質を指定した場合には、図１３に示す処
理Ｃに進む。
　印刷条件の設定内容が、印刷時間の指定の場合、すなわち印刷時間のチェックボックス
にチェックを入れ、優先パラメーターの優先順位１に印刷時間を指定した場合には、図１
４に示す処理Ｄに進む。
【００８４】
　図１１は、印刷条件の設定内容が、印刷コストの指定の場合の印刷処理を示すフローチ
ャートである。
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　まず、図４に示すプリントプロデュース設定画面において、印刷コストの指定（コスト
上限値、下限値、ステップ数の入力）を行う（ステップＳａ１）。
　次に、指定内容に応じたサンプル画像を確認するため、「サンプル画像確認」釦を押す
（ステップＳａ２）。
　以下、図４に示すプリントプロデュース設定画面において、例えば、インクコストのチ
ェックボックスをチェックし、基本のインクコスト１３５円の印刷情報に対して、インク
コストの上限を１２０円、下限を８０円、ステップを３、画像指定を“人物”に指定し、
「サンプル画像確認」釦を押した場合のフローを説明する。
【００８５】
　印刷条件処理モジュールは、入力されたインクコストの上限、下限、ステップのそれぞ
れの情報を取得し、圧縮コスト率Ｒｃを計算する（ステップＳａ３）。具体的には、圧縮
コスト率の上限値Ｒｃ１（＝８８．９％＝１２０／１３５）、下限値Ｒｃ２（＝５９．３
％＝８０／１３５）を求める。求めた上限値Ｒｃ１、下限値Ｒｃ２から、対応する印刷仕
様を抽出する（ステップＳａ４）。具体的には、図６に示す変換テーブルＬＵＴのセット
から、対応する変換テーブルＬＵＴを抽出する。圧縮コスト率の上限値Ｒｃ１（＝８８．
９％）からＬＵＴｂ０９、下限値Ｒｃ２（＝５９．３％）からＬＵＴｂ０６、ステップ数
３から中間に対応するＬＵＴｂ０８が選択される。また、指定されたインクコストの下限
値では、解像度の変更が必要であるため、サンプル画像の作成に当たって、印刷条件処理
モジュールは、プリンタードライバーに対して、解像度の変更を指定する。
【００８６】
　プリントプロデューサー（印刷条件処理モジュール）は、プリンタードライバーに抽出
された変換テーブルＬＵＴと解像度変更の指定を引き渡し、プリンタードライバーは、画
像情報から、サンプル画像用の印刷情報を作成する（ステップＳａ５）。
　次に、プリントプロデューサーは、サンプル画像用の印刷情報を画像変換処理モジュー
ル（図示省略）により、表示部１０に表示できるように再変換して、サンプル画像を表示
する（ステップＳａ６）。
【００８７】
　表示されたサンプル画像の中から、希望を満たす最良のサンプル画像を選択する。ここ
で、希望を満たすサンプルが無い場合には、図８あるいは図９に示す画面において「キャ
ンセル」釦を押し、ステップＳ５に戻る（ステップＳａ７）。
　希望を満たす最良のサンプル画像が選択できたら、図８あるいは図９に示す画面におい
て「ＯＫ」釦を押し、プリンタードライバーに印刷情報に反映する指定結果（印刷条件シ
ートで指定したパラメーターの内、最終的に選択されたサンプル画像を構成しているパラ
メーター）を引き渡し（ステップＳａ８）、プリンタードライバーは、印刷情報を作成す
る（ステップＳａ９）。
　プリンタードライバーの初期画面に戻り、ここで印刷を実行させることで、所望の印刷
装置５に指定結果が反映した印刷情報が送付され、所望の印刷物が出力される（ステップ
Ｓａ１０）。すなわち、サンプル画像を選択することで印刷装置５を使用する際に必要な
印刷情報等が設定でき、容易に印刷装置５から所望の印刷物の出力が可能となる。
【００８８】
　図１２は、印刷条件の設定内容が、使用インクの指定の場合の印刷処理を示すフローチ
ャートである。
　まず、図４に示すプリントプロデュース設定画面において、単色指定の場合は、単色指
定のチェックボックスにチェックを入れ、使用するインクを指定する（ステップＳｂ１，
Ｓｂ２）。印刷コスト算出モジュールによって指定されたインクで印刷する場合のインク
コストが同画面に表示される。表示されたインクコストを確認する（ステップＳｂ５）。
コストに問題がある場合には、指定をやり直す。
　次に、指定内容に応じたサンプル画像を確認するため、「サンプル画像確認」釦を押す
（ステップＳｂ６）。
【００８９】
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　ステップＳｂ１において多色指定の場合は、プリントプロデュース設定画面で「インク
プロパティ」釦を押し詳細設定画面（図５に示すインクプロパティの画面）を表示する（
ステップＳｂ３）。
　インクプロパティの画面において、個々のインクの使用有無や使用する場合の使用率、
優先使用などの指定を行う（ステップＳｂ４）。「再計算」釦を押して印刷単価を確認す
る（ステップＳｂ５）。印刷単価に問題がある場合には、指定をやり直す。
　次に、指定内容に応じたサンプル画像を確認するため、「サンプル画像確認」釦を押す
（ステップＳｂ６）。
【００９０】
　プリントプロデューサー（印刷条件処理モジュール）は、プリンタードライバーに抽出
あるいは算出された変換テーブルＬＵＴを引き渡し（ステップＳｂ７）、プリンタードラ
イバーは、画像情報から、サンプル画像用の印刷情報を作成する（ステップＳｂ８）。
　次に、プリントプロデューサーは、サンプル画像用の印刷情報を画像変換処理モジュー
ル（図示省略）により、表示部１０に表示できるように再変換して、サンプル画像を表示
する（ステップＳｂ９）。
【００９１】
　表示されたサンプル画像を確認し、さらに変更が必要な場合には、「キャンセル」釦を
押し、ステップＳｂ４に戻る（ステップＳｂ１０）。
　希望を満たすサンプル画像が確認できたら、「ＯＫ」釦を押し、プリンタードライバー
に印刷情報に反映する指定結果（抽出、あるいは算出された変換テーブルＬＵＴ）を引き
渡し、プリンタードライバーは、印刷情報を作成する。プリンタードライバーの初期画面
に戻り、ここで印刷を実行させることで、所望の印刷装置５に指定結果が反映した印刷情
報が送付され、所望の印刷物が出力される（ステップＳｂ１１）。すなわち、サンプル画
像を選択することで印刷装置５を使用する際に必要な印刷情報等が設定でき、容易に印刷
装置５から所望の印刷物の出力が可能となる。
【００９２】
　図１３は、印刷条件の設定内容が、画質指定の場合の印刷処理を示すフローチャートで
ある。
　まず、図４に示すプリントプロデュース設定画面において、階調性、粒状性、濃度の指
定を行う（ステップＳｃ１）。
　次に、指定内容に応じたサンプル画像を確認するため、「サンプル画像確認」釦を押す
（ステップＳｃ２）。
　以下、図４に示すプリントプロデュース設定画面において、例えば、画質指定のチェッ
クボックスをチェックし、階調を“指定しない”、粒状を“普通”、濃度を“普通”、画
像指定を“人物”に指定し、「サンプル画像確認」釦を押した場合のフローを説明する。
【００９３】
　印刷条件処理モジュールは、入力された階調、粒状、濃度の指定情報を取得し、対応す
る印刷仕様をプリンタードライバーに引き渡す。具体的には、粒状および濃度については
、“普通”に対応するパラメーターに固定し、階調については、高い・普通・低い、の３
水準に対応するパラメーターを解像度変換モジュール、ハーフトーンモジュール、インタ
ーレースモジュールに引き渡す。つまり、３種類のサンプル画像の出力を要求する（ステ
ップＳｃ３）。
【００９４】
　プリンタードライバーは、画像情報から、サンプル画像用の印刷情報を作成する（ステ
ップＳｃ４）。
　次に、プリントプロデューサーは、サンプル画像用の印刷情報を画像変換処理モジュー
ル（図示省略）により、表示部１０に表示できるように再変換して、サンプル画像を表示
する（ステップＳｃ５）。
【００９５】
　表示されたサンプル画像の中から、希望を満たす最良のサンプル画像を選択する。ここ
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で、希望を満たすサンプルが無い場合には、図８あるいは図９に示す画面において「キャ
ンセル」釦を押し、ステップＳ５に戻る（ステップＳｃ６）。
　希望を満たす最良のサンプル画像が選択できたら、図８あるいは図９に示す画面におい
て「ＯＫ」釦を押し、プリンタードライバーに印刷情報に反映する指定結果（印刷条件シ
ートで指定したパラメーターの内、最終的に選択されたサンプル画像を構成しているパラ
メーター）を引き渡し（ステップＳｃ７）、プリンタードライバーは、印刷情報を作成す
る（ステップＳｃ８）。
　プリンタードライバーの初期画面に戻り、ここで印刷を実行させることで、所望の印刷
装置５に指定結果が反映した印刷情報が送付され、所望の印刷物が出力される（ステップ
Ｓｃ９）。すなわち、サンプル画像を選択することで印刷装置５を使用する際に必要な印
刷情報等が設定でき、容易に印刷装置５から所望の印刷物の出力が可能となる。
【００９６】
　図１４は、印刷条件の設定内容が、印刷時間の指定の場合の印刷処理を示すフローチャ
ートである。
　まず、図４に示すプリントプロデュース設定画面において、印刷時間の指定（時間上限
値、下限値、ステップ数の入力）を行う（ステップＳｄ１）。
　次に、指定内容に応じたサンプル画像を確認するため、「サンプル画像確認」釦を押す
（ステップＳｄ２）。
　以下、図４に示すプリントプロデュース設定画面において、例えば、印刷時間のチェッ
クボックスをチェックし、基本印刷の所要時間が８．５時間の印刷情報に対して、印刷時
間の上限を８時間、下限を５時間、ステップを３、画像指定を“人物”に指定し、「サン
プル画像確認」釦を押した場合のフローを説明する。
【００９７】
　印刷条件処理モジュールは、入力された印刷時間の上限、下限、ステップのそれぞれの
情報を取得し、圧縮時間率Ｒｔを計算する（ステップＳｄ３）。具体的には、圧縮時間率
の上限値Ｒｔ１（＝９４．１％＝８．０／８．５）、下限値Ｒｔ２（＝５８．８％＝５．
０／８．５）を求める。求めた上限値Ｒｔ１、下限値Ｒｔ２から、対応する印刷仕様を抽
出する（ステップＳｄ４）。具体的には、図７に示す変換テーブルＬＵＴのセットから、
対応する変換テーブルＬＵＴを抽出する。圧縮時間率の上限値Ｒｔ１（＝９４．１％）か
らＬＵＴｄ１０、下限値Ｒｔ２（＝５８．８％）からＬＵＴｄ０６、ステップ数３から中
間のＬＵＴｄ０８が選択される。また、指定された印刷時間の下限値では、解像度および
階調の変更が必要であるため、サンプル画像の作成に当たって、印刷条件処理モジュール
は、プリンタードライバーに対して、解像度および階調の変更を指定する。
【００９８】
　プリントプロデューサー（印刷条件処理モジュール）は、プリンタードライバーに抽出
された変換テーブルＬＵＴと解像度および階調変更の指定を引き渡し、プリンタードライ
バーは、画像情報から、サンプル画像用の印刷情報を作成する（ステップＳｄ５）。
　次に、プリントプロデューサーは、サンプル画像用の印刷情報を画像変換処理モジュー
ル（図示省略）により、表示部１０に表示できるように再変換して、サンプル画像を表示
する（ステップＳｄ６）。
【００９９】
　表示されたサンプル画像の中から、希望を満たす最良のサンプル画像を選択する。ここ
で、希望を満たすサンプルが無い場合には、図８あるいは図９に示す画面において「キャ
ンセル」釦を押し、ステップＳ５に戻る（ステップＳｄ７）。
　希望を満たす最良のサンプル画像が選択できたら、図８あるいは図９に示す画面におい
て「ＯＫ」釦を押し、プリンタードライバーに印刷情報に反映する指定結果（印刷条件シ
ートで指定したパラメーターの内、最終的に選択されたサンプル画像を構成しているパラ
メーター）を引き渡し（ステップＳｄ８）、プリンタードライバーは、印刷情報を作成す
る（ステップＳｄ９）。
　プリンタードライバーの初期画面に戻り、ここで印刷を実行させることで、所望の印刷
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装置５に指定結果が反映した印刷情報が送付され、所望の印刷物が出力される（ステップ
Ｓｄ１０）。すなわち、サンプル画像を選択することで印刷装置５を使用する際に必要な
印刷情報等が設定でき、容易に印刷装置５から所望の印刷物の出力が可能となる。
【０１００】
　なお、指定した印刷装置５で満足できない場合（例えば、希望するコストで満足できる
画像の印刷が得られない場合など）がある。その場合には、印刷装置５を変更することで
改善が図れる場合がある。その場合には、ステップＳ３に戻り、適切な印刷装置５に変更
をする。印刷画像処理装置１００（プリンタードライバーおよびプリントプロデューサー
）は、選択された印刷装置５の属性情報、印刷装置５に紐付されるインクの属性情報や変
換テーブルＬＵＴのセットなどを記憶部３０から読み出し処理を継続する。
【０１０１】
　以上述べたように、本実施形態による印刷画像処理装置、印刷画像処理システム、およ
び印刷画像選択画面の表示方法によれば、以下の効果を得ることができる。
　印刷画像処理装置１００は、印刷条件が入力される入力部２０と、画像情報を印刷画像
に変換する変換部としてのプリンタードライバー、サンプル画像を選択可能に表示する表
示部１０とを備えている。また、入力された印刷条件に基づいて構成されたサンプル画像
が表示部１０に選択可能に表示される。印刷条件を入力することで印刷画像が構成される
ため、試行錯誤を繰り返す必要がなくなる。また、入力された印刷条件に基づいて構成さ
れたサンプル画像が表示されるため、印刷画像の選択を簡便に行うことができる。
【０１０２】
　また、印刷条件には、印刷画像の印刷に供することができる印刷コストが含まれている
。つまり、入力された印刷コストの条件に基づいて構成されたサンプル画像が表示部１０
に選択可能に表示される。そのため、希望の印刷コストの印刷画像が得られるまで印刷画
像の編集を行う試行錯誤を繰り返すことなく、容易に希望する印刷コストの印刷画像を選
択することができる。
【０１０３】
　例えば、実際に印刷媒体に印刷して印刷のレイアウトだけを確認したい場合は、極力印
刷コストを下げて印刷を実施したい。このような場合に、サンプル画像を見ながらその確
認ができる安い印刷仕様を簡便に選択することができるため、無用な出費を抑えることが
できる。
【０１０４】
　また、印刷条件には、印刷画像の印刷に使用することができるインクの属性情報が含ま
れている。つまり、使用することができるインクの属性情報に基づいて構成されたサンプ
ル画像が表示部１０に選択可能に表示される。そのため、希望の印刷画像が得られるまで
使用できるインクに基づいた印刷画像の編集を行う試行錯誤を繰り返すことなく、容易に
希望する印刷画像の選択を行うことができる。
【０１０５】
　例えば、特定のインクが切れてしまった場合に、そのインクを補完する他のインクで所
望の印刷品質が得られる印刷が可能な場合に、印刷画像処理システム１を停止させること
なく稼動させることができる。
【０１０６】
　また、コストが高いインク（例えば、光輝性画像を形成するためのメタル含有インクや
、その下地として使われるホワイトインクなど）を必ずとも使用しなくても良い場合には
、不使用インクを指定することで、コストダウンを図ることができる。
【０１０７】
　また、消費期限が近いインクを優先使用する設定ができるため、無駄に廃棄するインク
を少なくすることが可能となる。
【０１０８】
　また、インクの単色指定をすることができるため、例えば、モノクロ印刷においては、
Ｋ（ブラック）のインクのみを使用する設定ができるため、純粋に黒色に近い表現を行う
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【０１０９】
　また、印刷条件には、印刷画像の印刷に使用することができる印刷装置５の属性情報が
含まれている。つまり、使用することができる印刷装置５の属性情報に基づいて構成され
たサンプル画像が表示部１０に選択可能に表示される。そのため、いろいろな印刷装置５
で印刷してみる試行錯誤を繰り返すことなく、容易に希望する印刷画像が得られる印刷装
置を選択することができる。
【０１１０】
　また、印刷条件には、印刷画像の画質の低下を許容する画質許容情報が含まれている。
つまり、印刷画像の画質の低下を許容する画質許容情報に基づいて構成されたサンプル画
像が表示部１０に選択可能に表示される。そのため、希望の印刷画像が得られるまで印刷
画像の編集を行う試行錯誤を繰り返すことなく、容易に希望する印刷画像の選択を行うこ
とができる。
【０１１１】
　例えば、印刷の画質レベルが低くても、印刷のコンテンツだけを確認したい場合など、
簡便にその指定をして確認を行うことができるようになる。
【０１１２】
　また、印刷画像処理装置１００は、入力された印刷条件に応じて画像情報を複数の水準
の印刷画像に変換する複数の変換テーブルＬＵＴを予め備えている。そのため、入力され
た印刷条件に応じて都度変換テーブルＬＵＴを構築する必要が無く、簡便に画像情報を印
刷画像に変換することができる。
【０１１３】
　また、表示条件として優先パラメーターを指定することにより、表示部１０にサンプル
画像を選択可能に表示する順番を指定することができる。つまり、サンプル画像をより選
択しやすい表示を行うことができる。
【０１１４】
　また、印刷画像処理システム１は、ネットワーク２を介して印刷装置５に接続される印
刷画像処理装置１００を有し、印刷画像処理装置１００は、印刷条件が入力される入力部
２０と、画像情報を印刷画像に変換する変換部としてのプリンタードライバーと、サンプ
ル画像を選択可能に表示する表示部１０とを備えている。また、入力された印刷条件に基
づいて構成されたサンプル画像が印刷画像処理装置１００の表示部１０に選択可能に表示
される。そのため、ネットワーク２を介して接続された印刷装置５で印刷する印刷画像の
選択を簡便に行うことができる。
【０１１５】
　また、本実施形態の印刷画像選択画面の表示方法によれば、入力された印刷条件に基づ
いて構成されたサンプル画像を選択可能に表示する。そのため、印刷画像の選択を簡便に
行うことができる。
【０１１６】
　なお、上述した実施形態において、図５に示すように、使用インクの指定は、ＣＭＹＫ
の基本インクの他のインク種類毎に、使用率の指定ができるとして説明したが、使用率の
指定は、数値範囲による指定であっても良い。具体的には、使用上限の使用率～下限の使
用率の範囲指定と、その範囲内のサンプル画像を表示させるステップ数の指定を行う方法
であっても良い。指定範囲の条件で印刷される複数のサンプル画像を確認して選択が可能
になるため、より簡便な選択方法とすることができる。
【符号の説明】
【０１１７】
　１…印刷画像処理システム、２…ネットワーク、３…情報処理装置、４…画像取得機器
、５…印刷装置、１０…表示部、２０…入力部、３０…記憶部、４０…制御部、１００…
印刷画像処理装置。
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